
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

建築CAD検定２級 ③ 15 5

インテリアデザイン技術検
定 ③ 2 2

福祉住環境コーディネー
ター検定２級 ③ 14 4

カラーコーディネーター検
定３級 ③ 8 2

パース検定２級 ③ 12 8

： 28 人
： 21 人
： 20

： 95.2 ％

■卒業者に占める就職者の割合 ： 71.4 ％

（令和 1

1 名 1.9 ％

就職等の
状況※２

■就職指導内容

■中退防止・中退者支援のための取組
担任指導や教員連絡会での情報共有。専門カウンセラーによる面談。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：有
特待生制度（建設分野のコンクール等受賞、成績優秀者）、授業料減免制度（生活保護世帯、市町村民税所得割額が非課税、家計急変など）

創立110周年記念奨学金、修成建設専門学校緊急奨学金

■専門実践教育訓練給付：非給付対象

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

一身上の都合

■中途退学の主な理由
令和2年3月31日時点において、在学者52名（令和2年3月31日卒業者を含む）
平成31年4月1日時点において、在学者53名（平成31年4月1日入学者を含む）

■卒業者数

主な学修成果
（資格・検定

等）
※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
(株) INGRAM INC、(株)HITS-V、（株）ユニバーサル建設、(株)スズ
ホーム、(株)日創設計、(株)Prest

（令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

■就職率

令和2年5月1日 時点の情報）

進学
　　大学編入：1人
　　専科2級建築士科：5人

年度卒業者に関する

■就職者数 人

進路に関する就職、進学、大学編入などの進路支援活動を組織
的な体制で行っている。キャリアデザインの相談、エントリー
シートの書き方、個人面談や面接指導等におけるキャリアサ
ポート支援は全学体制で望んでいる。

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

③ 3 2

ビジネス能力検定（B検）
３級 ③ 5 5

■その他

長期休み

■学年始め：４月１日～４月８日
■夏　　季：８月８日～８月１６日（令和2年度のみ）

■冬　　季：１２月２３日～１月７日
■学 年 末：３月２６日～３月３１日

■就職希望者数

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

■サークル活動： 有

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
授業の出席、課題提出、平常・定期試験などから総合的に評
価

卒業・進級
条件

３分の２以上の出席。
進級に必要な単位の修得。
卒業に必要な単位の修得。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 西淀川ものづくりまつり、修成祭、体育大会
建築倶楽部、町屋探偵団、土木研究会、ガーデニングクラブ、コンペ部、
建築サイエンス部、設計塾

長期欠席者への指導等の対応
本人・保護者に電話または郵送にて指導

商業施設士

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内数） 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2

50人 51人 9人 2人 9人 11人

昼間
1792時間 1594時間 710時間 304時間

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限 全課程の修了に必要な総
授業時数又は総単位数 講義

時間 時間
単位時間

演習 実習 実験 実技

工業 工業専門課程 第1本科（昼）建築ＣＧデザイン学科
平成6年文部省
告示第84号

なし

学科の目的

設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人修成学園 昭和51年4月1日 山下裕貴

（電話）

人間の生活空間を作り上げる建築は、設計分野と施工分野に大別されるが現代の設計分野に求められている人材のひとつに、練られた設計意図をCAD・BIMな
どによる図面表現、BIM・CGによるパースを駆使し現状と計画がラップしたプレゼンテーションをデジタル表現できる者があげられる。
本学科は、建築の基礎知識はもちろん、意匠力・計画力の向上に向けＣＧ情報処理・プレゼンテーション・住宅設計・インテリアコーディネートなどの授業
により住宅・非住宅問わず建物内外のデザインを掘り下げ、その表現力を磨くことを目標としている。さらに企画立案段階よりアナログ・デジタル両面から
多角的な視野を持ち、将来はＢＩＭオペレーターに留まらずＢＩＭマネージャーを目指した人材育成を展開する。

06-6474-1644

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

〒555-0032
大阪府大阪市西淀川区大和田5-19-30

修成建設専門学校 昭和51年4月1日 堤下隆司

〒555-0032
大阪府大阪市西淀川区大和田5-19-30

（電話） 06-6474-1644

設置者名

（別紙様式４）

令和2年7月31日※１
（前回公表年月日：2019年8月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映した内
容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいい
ます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、
留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職者と
はしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数
や進学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同時
に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学修成果
（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：有
評価団体：一般社団法人 専門職高等教育質保証機構
受審年月：2018年2月
評価結果を掲載したホームページＵＲＬ：http://qaphe.com/wp-content/uploads/2017techgraduatesyusei.pdf

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
https://www.syusei.ac.jp/course/dept_cg.html



種別

①

①

①

①

②

②

②

②

③

③

③

③

③

③

③

③

③

壺山　和之
壺山建設株式会社 代表取締役

小島　章
株式会社　竹中土木大阪本店　技術・設計部　技術グループ
リーダー部長

冨山　毅 株式会社 橋梁コンサルタント 西日本支社長

槇村　吉高 株式会社　荒木造園設計　部長

修成建設専門学校教育顧問
株式会社コンパス建築工房　代表取締役

鍵山　昌信
修成建設専門学校　建築学科教育アドバイザー
ア・ティエス環境+建築設計事務所

中村　裕輔
一般社団法人日本賞環境デザイン協会 理事 関西支部長
株式会社乃村巧藝社　中部支店クリエイティブ部　部長

坂入　喜代枝
コーナン建設株式会社 執行役員　人事部長

市岡　武
村本建設株式会社　取締役常務執行役員

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

井上　久実
日本建築家協会協会 近畿支部 支部長
井上久実設計室　代表

東　泰紀 公益社団法人　日本建築積算協会　関西支部

倉方　俊輔
修成建設専門学校教育顧問
大阪市立大学大学院工学研究科准教授

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

佐藤　榮一 一般社団法人　日本建築材料協会 常務理事・事務局長

小松原　学
職業訓練法人　全国建設産業教育訓練協会
富士教育訓練センター　校長

大上　哲男 公益財団法人　堺市公園協会　課長

西濱　浩次

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教
育課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針
企業等の要請を十分に生かしつつ職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するため、教育課程の編成において、当該
企業等との密接な連携により、より実践的な職業教育の質の確保のため組織的に取り組む。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
委員会は、次の各号に掲げる事項を審議し、本校の職業教育の質の確保を目指す。
(1) 就職先の業界における人材の専門性に関する動向の把握・分析
(2) 国又は地域の産業振興の方向性の把握・分析
(3) 新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技術・技能など把握・分析
(4) 本校の教育が、企業等の要請等を十分に生かした実践的かつ専門的な能力を育成する職業教育が実施できる教育課程の編成
(5) その他、カリキュラムに関し必要なこと
委員会での審議結果を各学科長、副科長が中心となり教育課程に反映し、校長が決定する。
学校法人修成学園　組織図は、https://www.syusei.ac.jp/jyoho/organization_location.htmlを参照

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2020年4月1日現在

任期
2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

田中　義久
大阪府建築士会副会長
株式会社　田中都市建築設計事務所　代表取締役社長

辻　裕樹
大阪府建築士事務所協会　副会長
株式会社匠設計　代表取締役

名　前 所　　　属

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）



③

③

村松　雄一郎 株式會社　オオバ　大阪支店 まちづくり部 設計課　課長

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

森本　和真 株式会社　森本庭園　造園部

山下　裕貴 学校法人修成学園 理事長

堤下　隆司 修成建設専門学校 校長

見邨　佳朗
修成建設専門学校 副校長
建築ＣＧデザイン学科科長

谷川　博康 修成建設専門学校 学生相談室室長

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2020年4月1日～2021年3月31日
（１年）

樋下　昌俊
修成建設専門学校
住環境リノベーション学科科長

野瀬　孝男
修成建設専門学校
土木工学科・建設エンジニア学科長

上杉　敬史
修成建設専門学校
進路係長

増田　和浩 修成建設専門学校 建築学科長

鍵谷　啓太 修成建設専門学校 空間デザイン学科科長

釜友　知世子 修成建設専門学校 専科２級建築士科科長

明石　祥子
修成建設専門学校
ガーデンデザイン学科科長

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

第12回　平成31年2月12日(火)18：00～20：30

第11回　平成30年10月16(水)18:00～20:00
①年間開催回数：2回　②開催時期：10月及び2月　③平成25年度から計12回開催

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関
係

製図に関しては、実務者を中心に担当。科目会議にて指導や内容の検討を行っている。また、各協会より出前授業を依
頼、実践授業を行っている。

建築設計分野、デザイン分野の求人企業数を更に増やすため建築士会・建築士事務所協会などに協力依頼を行いながら、
求人社数拡大を図っていく。意見や提案等は、学科長、科目主任を中心に教育課程全体の効果やスケジュールを明確にし
ている。資格試験への受験機会を広げた。成功体験を積み重ねることで学習意欲を高め、さらに上位資格へのチャレンジ
へとスキルアップにつなげていく。就職活動時からミスマッチが起こらないよう指導と共にインターンシップへの積極的
な参加を促した。

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

（開催日時）

企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を習得・向上するとともに、授業及び
学生に対する指導力等の向上を目標としている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容



①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

「学校法人修成学園就業規則　第９章　第５９条」の研修義務に基づき、企業等から講師を招き教員に対し実務に関する知識、技
術、工法などについて校内で実施する教育研修会、各種団体等が開催する研修会・セミナーの活用、大学等の教育機関での研修・研
究会等で、職業に関連した実務に関する知識、技術及び工法ならび教授法、指導力、キャリア支援教育等、向上のための研修会等に
積極的に受講させる。

（２）研修等の実績

日本建築積算協会他

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

建築製図
製図の基礎、木造、木造3階建住宅、鉄骨造、鉄筋コンクリート
造

ア・ティエス環境+建築設計事務所他

建築実験実習
セメント、骨材、コンクリート、鉄筋、木材、ボルト接合の材
料力学性能

日本建築材料協会他

建築積算学・同演習 建築工事に必要な直接工事費、間接工事費の算出方法

ミムラ建築計画工房他

ＣＡＤ設計製図

１年次に習得した各科目の知識を総合して表現し、製図のルー
ルとＣＡＤのスキルを定着させ、常に考える習慣を養う。
①手描きからＣＡＤ化への流れ②スケールに応じた表現③各種
図面の作成方法④レイアウトの仕方⑤印刷の仕方

TOFU建築設計事務所他

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

建築設計製図
各科目で学習した知識を応用して、設計に必要な考察力及び、
設計図書作成に必要な能力を養う

期間 主催者 研修内容 対象 参加

6月17日 大阪市企業人権推進協議会 人権啓発基礎講座 教員 1

8月6日 東京未来大学
教育現場におけるモチベーション
対人コミュニケーションの理解と促進

教員 1

9月18日 大阪市企業人権推進協議会 令和元年度「経営層人権啓発講座」 教員 1

7月13日 学校法人修成学園 高等教育の無償化（修学支援新制度）について 教職員 48

9月21日 学校法人修成学園 外部講師による研修会「Z世代に向けた教育手法とは」 教職員 48

10月5日 全国工業専門学校協会 令和元年度「学生成果報告会」 教員 4

10月28日 キャリアサポートOfficeAOKI 教職員のための指導力向上講座 職員 2

10月30日 大阪府建築士事務所協会 ハラスメント問題の基本的理解と発生防止 教職員 2

10月28日 （一社）大阪府専修学校各種学校連合会 活力のあるクラスづくりのための指導向上講座 職員 2

11月3日 日本産業カウンセラー協会 事例に学ぶ発達障害の理解と対応 教員 1

11月2日 日本産業カウンセラー協会 メンタルヘルスの理解と対応 教員 1

12月7日 東京未来大学（文部科学省委託事業） 学校を巡る近年の状況と法令改正及び国の動向 教員 1

1月7日 修成建設専門学校 教員研修発表会 教員 40

1月29日 大阪市企業人権推進協議会 労務・人権啓発講座ブロックD 教員 1

2月18日 大阪市企業人権推進協議会 労務・人権啓発講座ブロックE 教員 1

期間 主催者 研修内容 対象 参加

6月17日 (一社)日本建築材料協会 建築材料・住宅設備総合展　KENTEN2019 教員 2

4月10日
～7月10日

修成建設専門学校
①ハードウェアシステム講座（計2回）
②デジタルグラフィック講座（計3回）

教員 4

6月19日 修成建設専門学校
空間デザイン・インテイリアデザインの
領域に関する特別講座

教員 6

6月22日 修成建設専門学校　GATUNクラブ 明治村研修見学会 教員 2

6月25日 (一社)大阪府建築士事務所協会 第4支部研修会 教員 2

7月6日 公益社団法人　竹中大工道具館 研修見学 教員 1

10月27日 生きた建築ミュージアム 見学 教員 1

12月14日 修成建設専門学校 建築家岡啓輔氏の自力建設を語る講演会 教員 6



種別

保護者

保護者

団体役員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

地域役員

教育関係者

学園関係者

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

任期

（２）学校運営 基準２　学校運営
（３）教育活動 基準３　教育活動
（４）学修成果 基準４　学修成果
（５）学生支援

丸山　徹 卒業生の保護者
2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

相賀　勝 元吹田市役所　理事
2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

藤田　晴樹 株式会社ジェイネット　代表取締役

学校法人興國学園　興國高等学校 教頭

基準５　学生支援

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

田中 文雄 大和田連合振興町会長

（６）教育環境 基準６　教育環境
（７）学生の受入れ募集 基準７　学生の募集と受け入れ
（８）財務 基準８　財務
（９）法令等の遵守 基準９　法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 基準10　社会貢献
（１１）国際交流 基準10　社会貢献

（３）学校関係者評価結果の活用状況
※（１０）及び（１１）については任意記載。

2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

大和 正

山﨑　充 淺川道路株式会社　代表取締役
2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

主催：修成建設専門学校　教員研修発表会
主催：学校法人修成学園　教職員研修会
主催：大阪府専修学校各種学校連合会 人権教育研修会
主催：大阪府専修学校各種学校連合会 新任教員研修会

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

委員会が、自己評価の結果に基づいて行う学校関係者評価の実施とその結果を公表することにより、適切に説明責任を果
たすとともに、学校関係者等から理解と参画を得て、地域におけるステークホルダーと専修学校との連携協力による特色
のある学校づくりを進める。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 基準１　教育理念・目標・育成人材像

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等
主催：全国専門学校建築養育連絡協議会 内容：総会・研修会
主催：一般社団法人大阪府建築士事務所協会　研修会・意見交換会
主催：公益社団法人大阪府建築士会　研修会・意見交換会
主催：修成・東海工業・青山製図 　内容：2級建築士取得コース意見交換会

②指導力の修得・向上のための研修等

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

2019年4月1日現在

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

・インターンシップのフォローアップ体制の強化および新規開拓を実施した。
・卒業生との交流を積極的に行った
・建築士事務所協会の各行事に積極的に参加した。

奥田　祐司 在校生の保護者
2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

大槻　憲章 おおさか緑と樹木の診断協会　理事

苅野　起三子 修成学園　評議員
2019年4月1日～2021年3月31日
（２年）

名　前 所　　　属



URL:https://www.syusei.ac.jp/jyoho/index.html

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校の概要、目標及び計画や学科の教育をはじめとする様々な情報をホームページだけでなく学校案内、募集要項、求人
パンプレット等の刊行物により積極的に公開することとする。
教育課程編成委員会学ならび校関係者評価委員会にも配布・公開し、理解と助言を求めている。教育の質保証、教育の見
える化を図ることを基本方針とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

（１０）国際連携の状況

（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育、実践的職業教育

様々な教育活動・教育環境

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動・教育環境
（６）学生の生活支援 学生の生活支援
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金・修学支援

学校評価

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、人材育成像、育成計画
（２）各学科等の教育 学科の教育
（３）教職員 組織及び教職員の状況

（ホームページ　毎年2月下旬）

URL:https://www.syusei.ac.jp/jyoho/index.html
（３）情報提供方法
※（１０）及び（１１）については任意記載。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（１１）その他 その他

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価
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○ 建築製図 製図の基礎、⽊造、鉄⾻造、鉄筋コン
クリート造 1 192 5 ○ 〇 〇 〇

○ 建築設計製図 各種建築物の計画・設計 2 192 6 ○ 〇 〇 〇

○
ＣＡＤ設計製
図

基本設計図を基に実施設計図書、施⼯
図をCAD作成 2 64 2 ○ 〇 〇 〇

○ 建築計画学 設計に必要な、住居建築物の計画、特
定建築物の計画 1 64 4 ○ 〇 〇

○ 建築歴史
建築の発⽣から発展、構造・様式など
の歴史を通じて学⽣が建築技術者とし
て必要な常識を養う

1 64 4 ○ 〇 〇 〇

○ 建築環境⼯学
環境⼯学概説、⽇照と⽇射、室内熱環
境、室内空気環境、室内照明環境、室
内⾳環境

2 64 4 ○ 〇
〇

○ 建築設備⼯学 給排⽔設備、衛⽣設備、室内調和設
備、電気設備 2 64 4 ○ 〇 〇

○
建築構造⼒
学・同演習

⼀般事項、⼒の釣合条件、静定⾻組の
応⼒、部材応⼒と変形、静定⾻組の変
形、不静定構造物の解法

1 128 6 ○ △ 〇 〇

○
建築⼀般構造
学

各種構造の地震や台⾵等に対処する仕
組、構成を学ぶ 1 64 4 ○ 〇 〇

○ 建築材料学 建築に使⽤する素材別材料、⽤途別材
料 1 64 4 ○ 〇 〇 〇

企
業
等
と
の
連
携

単
 
位
 
数

教員

授業科目等の概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（工業専門課程　建築ＣＧデザイン学科）2020年度

分類

授業科目名 授業科目概要

授業方法 場所



○ 建築実験実習 セメント、⾻材、コンクリート、鉄
筋、⽊材、ボルト接合の材料⼒学性能 1 32 1 ○ 〇 〇 〇

○ 建築施⼯ 建築⼯事の請負制度、契約および⼯事
全般 1 64 4 ○ 〇 〇 〇

○
建築積算学・
同演習

建築⼯事に必要な直接⼯事費、間接⼯
事費の算出⽅法 2 64 3 ○ △ 〇 〇 〇

○ 建築法規 建築基準法の単体・集団規定、制度規
定、関連法規 2 64 4 ○ 〇 〇

○
CG情報処理・
同演習

ＣＡＤ基礎、ＣＧ基礎 1 128 5 △ ○ 〇 〇

○ CG演習 ＣＡＤ応⽤、ＣＧ応⽤、ＣＧエンジニ
ア検定対策 2 128 5 △ ○ 〇 〇

○ 卒業設計
2年間の学習成果を製作する 構造コー
ス、意匠設計コース、意匠コース、基
本設計コース、積算コース

2 64 4 ○ 〇 〇

○ 住宅設計演習 住宅設計の計画⽅法、設計図書の理解 2 64 2 △ ○ 〇 〇 〇

○
プレゼンテー
ションⅠ

各種課題の表現基礎 1 64 2 △ ○ 〇 〇 〇

○
プレゼンテー
ションⅡ

コンペ、コンクールへの挑戦 2 64 2 △ ○ 〇 〇 〇

○ インテリア 家具作りの基礎、内装の表現⽅法、イ
ンテリアプランナー試験対策 1 64 3 ○ △ 〇 〇 〇

○
インテリア
コーディネー
トⅠ

設計図書からインテリア表現の基礎 2 32 1 ○ △ 〇 〇 〇

○
インテリア
コーディネー
トⅡ

インテリア表現応⽤、インテリアコー
ディネート試験対策 2 32 1 ○ △ 〇 〇 〇



○ 不動産 宅地建物取引主任者資格取得対策 1 64 4 ○ 〇 〇 〇

○ 福祉住環境 福祉住環境コーディネーター資格取得
対策 1 64 4 ○ 〇 〇

○ ⾊彩学Ⅰ ⾊の組み合わせの法則 2 32 2 ○ 〇 〇

○ ⾊彩学Ⅱ カラーコーディネーター資格取得対策 2 32 2 ○ 〇 〇

○
建設ビジネス
学

技術者に必要なコミュニケーション、
ビジネス⽂書作成 1 32 2 ○ 〇 〇

○ 建築総論 ⼆級建築⼠・2級建築施⼯管理技⼠養成
講座 2 64 3 ○ △ 〇 〇

○
ワークショッ
プⅠ

建設業に必要な事柄を企業や設計者を
招き実務教育を⾏う 1 32 1 ○ △

〇
〇

○
ワークショッ
プⅡ

企業、設計事務所でインターンシップ
等を経験する 2 32 1 ○ △ 〇 〇

○ 企業実習Ⅰ 企業や団体・機関など実際の職場で働
く模擬体験をする 1 40 1 ○ 〇 〇

○ 企業実習Ⅱ 企業や団体・機関など実際の職場で働
く模擬体験をする 2 40 1 ○ 〇 〇

○ 微分積分学Ⅰ 微分法、不定積分法 1 32 2 ○ 〇 〇

○ 微分積分学Ⅱ 微分⽅程式、定積分、⼤学編⼊対策講
座 1 32 2 ○ 〇 〇

○ 応⽤数学Ⅰ 解析幾何学、代数学 2 32 2 ○ 〇 〇



○ 応⽤数学Ⅱ ⽅程式の解法、計算法、⼯学の応⽤演
習 2 32 2 ○ 〇 〇

○ 物理学Ⅰ 質点と剛体の⼒学、変形体の⼒ 1 32 2 ○ 〇 〇

○ 物理学Ⅱ ⼤学編⼊対策講座 1 32 2 ○ 〇 〇

○ 線形代数Ⅰ マトリックス⽅程式、⾏列 2 32 2 ○ 〇 〇

○ 線形代数Ⅱ ⼯学への応⽤演習、⼤学編⼊対策講座 2 32 2 ○ 〇 〇

○ ⼯業英語Ⅰ 英⽂法、英⽂構造 1 32 2 ○ 〇 〇

○ ⼯業英語Ⅱ 英⽂法、英⽂構造の応⽤ 1 32 2 ○ 〇 〇

○ ⼯業英語Ⅲ ⼯業英語⽂書、営業・契約⽂書の公式
⽂書 2 32 2 ○ 〇 〇

　　　科目

３分の２以上の出席。進級に必要な単位の修得。卒業に必要な単位の修得。
１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 16週

（留意事項）

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 2608単位時間(123単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


